




















に企てられたという「満蒙独立運動」のモンゴル側関与者とされてきた。しかし「満蒙独立運動」なるものは、対外硬派の政客・川島浪速が抱い 幻想にもとづき、満洲事変後に創作された虚構にすぎない。 その荒唐無稽といえる 「運動」に加わった大陸浪人・薄益三が、 『挙事筌蹄』という〝手記〟を残していることを知ったのは、学部生であった七○年代前半のことで、幼少のころ袁世凱の腕に抱かれた体験をもつという渡辺龍策氏の著作か であった。幾つ 図書館さらには目録で探してみ ものの、同書の存在を確認することはできなかった。そこで渡辺氏へお手紙を差しあげたところお返事を ただき、確かその本は手元にあるは
ずで、みつかったらお知らせしましょうとの文面であった。御配慮に対して感謝したものの、結局、再度の連絡が届くことはなかった。そして遥かのち九○年代 吉林省図書館を訪れたとき、御一緒した佐賀大学の永島広紀氏は旧満洲で刊行さ 日本語雑誌をみてお れた。辞去する間際、なにげな 永島氏が出納台へ返却する雑誌へ目を留めたとき その一冊の内に「挙事筌蹄」をみいだし一驚した。「挙事筌蹄」は本ではなく雑誌に掲載された文章であった。　
史料発見なるものは奇縁に因ることが多い。だが、ひた



























































































空間をひとりの人間の及ぶ範囲をはるかに超えて伝わっていく。考えてみると現代では「ひとりの人間の及ばぬ時間と空間」というとき、 「 」の意味が逆になっている。昔は「はるかに長 時間」という意味であったが、現代では「タイムラグなしに」 いうことに価値が置かれている。時間差なしに伝わる、 のは内容の真実性を問わないということにほかならない。大量生産・大量消費と うは、いまや「ことば」にこそ相応しい形容 った。　
ことばが一瞬にして遠くにまで伝わることについてとや










本語を勉強しています。新入生の皆さんが主専攻のことばを一から始めるように、アジアでもアフリカでもヨーロッパでも、下は小学生から上 六〇歳以上の人まで「あ うえお」から日本語を始め るのです。　
その結果、わたしたち日本人と外国人が「日本語で」コ


















日本語コミュニケーション」と称します――に、わたしたち日本人がまだ習熟 ていないことが挙げられます たとえば、世界中でコミュニケーションのツールとして最も用いられているのは英語ですが、英語の母語話者である英米人たちは、わたしたちのような非母語話者と話すときに、分かりやすい単語を選んだり、ゆっくり話 たり いう、何らかの「調節」をおこなっていま 。わたし ちはまだ調節をおこなえるほど、対外日本語コミュニケーションには慣れていません。　
もう一つ、わたしたちは外国の文化やことばを取り入れ
たりすることは無造作に行 ますが、自分たちの文化やことばが外へ広がり、摂取されることには意 に厳しい、という仮説 あります。身近な例で言えば、アボカドを載せたイギリスの寿司の写真を見て、これは寿司じゃない、と憤っ その口に、イタリアのナポリ市 は絶対 ない「スパゲティ・ナポリタン」を放り込むようなものです。でもこれって、相手のものは何でも欲しがるけど、自分のもの
には何かと理由をつけて渡さない子供と同じ態度ではないでしょうか？　
二一世紀の中盤に向け、日本が外国の国々とうまくやっ
ていくため 、 日本語を学ぶ外国人には、 より良いコミュニケーションのために 分かりやすく話す努力をしよう、互いに恩恵を得るために、文化の摂取に寛容であろう、これを個人・組織のレベルで行おうとする り組みが「国際言語管理」という分野です。　
世界中に広がりを見せる日本語と日本文化を おおらか
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